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【協働型学校評価（目指す生徒像）】 

   自分を大切にし，他者を認め，思いや考えを行動に移せる生徒 

   自分を向上させるための挑戦と努力を粘り強く続ける生徒 

 勉強方法について考える 

先日，ある生徒と話をしていた時に，「自分に合う勉強方法がわからない。」と相談を受けました。な

かなか難しい問題です。「成績が上がらないのは勉強方法がわからないから。」とも言っていました。自

分自身のことを振り返ると，合う合わないではなく，とにかく今自分が取り組める方法，あるいは，ち

ょっとした目標を持ってまずやってみることが大切だと思います。うまくいかないのであれば，また違

う方法でやってみる。やり方として意識してほしい一つは，時間です。勉強する時間と休憩する時間の

割合やタイミングを考えてみましょう。「〇時になったら，何を差し置いても勉強を開始する」とか「短

い時間なら集中できるから，１５分勉強したら５分休憩する」とか「帰宅したら，夕食までの時間を勉

強に当てる」とか・・・。私の息子は，「ある一定期間でボールペンのインクがなくなるまで勉強する」

という，ちょっと変わった目標を立て，自学自習で中高時代を過ごしていました。（お勧めはしません

が…）やり方は，人ぞれぞれでいいと思います。 

昨年暮れ，知り合いの校長先生から，一冊の本を紹介されました。「身の丈にあった勉強法」菅広文著

（幻冬舎）です。気になったので，すぐに書店に行って購入してきました。菅広文さんと聞いて，最初

ピンとこなかったのですが，よくクイズ番組に出ている「ロザン宇治原さん（京都大学卒のインテリ芸

人）」の相方の方でした。相方の宇治原さんとのエピソードをメインに，普通に頑張れる人たちに向け

た勉強法を解説した本です。軽いタッチの文章だったので，あっという間に読み終わりました。校長室

前の「八巻文庫」に加えておきますから，興味のある人は是非！  

章の見出しを紹介します。これだけでも，書いてある内容がなんとなくわかりますよね。 

・「偏差値 30アップの勉強法」は，ほとんどの人にとって意味がない。 

・「宿題やった？」と親に聞かれた瞬間，子どもにとって宿題が罰になる。 

・無理に習い事をさせると，その習い事が嫌いになる。 

・「予習」と「復習」，どちらかを捨てるべき。 

・暗記をする最適な方法はエアー授業。 

・「教えてもらう方」より「教える方」が成績が伸びる。 

・苦手科目は「いつから苦手か」を思い出す。 

・新聞を読んで成績を上げるには，”読むべき場所”がある。 

・まずは，国語。                                      教員作成３年生への応援メッセージ 

・学校の勉強をせずに塾に行くのは，暴飲暴食をしてからジムに行くのと同じこと。 

・マークシートで迷ったら「3」。                             

・受験直前は，神頼みよりやるべきことがある。 

・身の丈にあっていない高校・大学に入ると，成績が伸びなくなる。 

・面接では，喋ることよりも聞くことに重点を。 

・身の丈にあった生き方＝いちばん得な生き方。 

ドキッとする表現もありますし，読んでいくうちに半信半疑になる人もいるかもしれませんが，でも，

内容は非常に興味深いですし，面白い！納得・共感できる部分も多数。一部を紹介しましょう。 

「宿題やった？」と親に聞かれた瞬間，子供にとって宿題が罰になる。 



 親からは「宿題やった？」以外にも一生小言を言われることを覚悟して下さい。 

 僕が大学生の頃，実家を出て一人暮らしを始めると，親に「こたつで寝てないか？風邪ひくで」と心

配されました。こたつで寝てないことがわかり，芸人になると「お金は稼いでいるか？」と心配されま

した。（略）最近わかったことは，『親は子供の年齢に関係なく，何かと理由をつけて小言を言ってくれ

る』です。 

 親が子供を思う気持ちは大人になってみたらわかりますが，子供のうちは反抗してしまいますよね？

ではなぜ「宿題やった？」と言ってはいけないのか？お互いに嫌な気持になることだけが理由ではない

と思います。一番よくない理由。それは，子供にとって『宿題が，自らやる行為からやらされる行為に

変換される』からではないでしょうか？勉強以外もそうかもしれませんが，『自らやる行為とやらされ

る行為』では，同じやるにしても全く違いますよね？やる気も理解度も。 

 宿題つまり勉強が『やらされる行為』になると，同じくらいの量を勉強するにしても『自らやる行為』

の子供とは格段に成績に差が出ると思います。 

 子供の時の遠足登山に似ているのではないでしょうか？子供の時の遠足登山は「やらされる行為」で

すよね？もしかして僕だけかもですが，嫌でした。何時間もかけて山の山頂まで登り，お弁当を食べて

いると先生に言われます。「山の山頂で食べる弁当は美味しいやろ？」と。笑顔で頷きましたが，先生に

は申し訳ないですが，内心は『めちゃくちゃ歩いたからお腹空いているだけやん！』と思ってしまって

いました。 

 行列に並んでラーメン食べたら美味しく感じる理由に近いと思います。もしかしたら子供の時の「や

らされている登山」の経験から，僕はまだ自らの意思で登山したいと思えないのかもしれませんね。も

ちろん子供の時の「やらされる登山」の経験により，登山が好きになった方もおられるでしょう。その

ような方は大人になっても登山をすると思います。ただやはり大人になり，自分の意思で登山する方が，

子供の時にやらされる登山よりも楽しいのではないでしょうか？なおかつ山の情報を自分で調べたり

するのではないでしょうか？偉そうかもですが，それが自ら勉強するということだと思います。 

 以前テレビ番組を観ている時に，CMが流れました。子供に対して『今からゲームをしましょう！勝

った子にはご褒美にお菓子，負けた子には罰で宿題をいっぱい出すからね』というものだったと思いま

す。（略）社会の風潮も「宿題＝罰。やりたくないこと」となっているような気がします。 

 また講演会をしていて感じる傾向ですが，「自分が宿題をしていなかった親ほど，子供に宿題をさせ

ようとする」と思います。自分が言われないと宿題をしなかった経験があるから，宿題は言わないとや

らないものだと思ってしまっているのかもしれません。では宿題をやらない子にはどうすればいいので

しょうか？極論かもしれませんが，「宿題をやらずに先生に怒られる」方が，「言われてから宿題をやる」

よりましかもしれません。 

そうはいっても子供にはちゃんと宿題をやってほしいですよね？では子供にどのような教え方をす

れば，自分の意思で勉強するのか？子供は「ゲームをしなさい！」と言われなくても，勝手に自分の意

思でゲームをやりますよね？なぜならゲームは楽しいからです。だったら子供が〈勉強をゲームしてい

るときと同じように楽しい〉と思えば，自らやるのではないでしょうか？そんなやつおるか？（略） 

なぜ「宿題やった？」と言ったらいけないのか？宿題が，自らやる行為から，やらされる行為に変換

されてしまうからと述べました。社会人になっても同じことが言えるのではないでしょうか？仕事も，

自らやる行為から，やらされる行為に変換されてしまうのです。サラリーマンや OLなどの会社勤めの

方はもしかしたら，自分がやりたくなくてもやらなければならない仕事がたくさんあるかもしれませ

ん。我々芸人は自営業ですが，やらされる仕事も若手の時はありました。（略）ではどうするのか？「ど

うせやるなら自らの意思で歌って踊る選択をしたと考えて，一生懸命する」ことにしました。その当時

は笑いに変えることができませんでしたが，後々『歌って踊っている映像』を流すと爆笑です。（略）学

生の方も社会人の方も「やらされる事柄を，自らやるように，以下に変換するか？」が大切なのではな

いでしょうか？ 

※「宿題がない＝勉強しなくていい」と思っている生徒諸君。「明日の授業でやるところを前もって教科書で

内容を確認する」とか「授業でやったところをワークで復習する」とか，宿題がなくても勉強はできます。と

いうか，中学校の勉強は「脳」のトレーニングです。運動をしている人なら，効果的なトレーニング方法を考

えてみよう。共通することが結構ありますよね。 

そろそろ卒業しませんか，「与えられないと勉強しない」ということを。自分で考えて，自分なりの方法で

勉強する，そんな習慣を身に付けていきましょう。 



 


